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　2011年 度の児童学科 「児童音楽 覇 の授業において,非 対面指導の一環 として約100名 の履修者

が各 自の携帯端末を使って自身の ピア ノ演奏 を録画 し,イ ンターネッ ト上の指定サイ トにアップ

ロー ド提出する試みを実施 した。この実践中に生 じた幾つかの問題は受信側(指 導者,サ ーバ管理

者)と 送信側(履 修者)双 方に起因するが,受 信側が解決すべき点は,ア ップロー ドサイ トが扱 う

文字 コー ドを変更すること,ア ップロー ド中の表示をよりわか りやす くすること,履 修者の使用メ

ディア,デ ータ容量やアップロー ドの方法に標準的なガイ ドラインを示すことなどであった。 また,

履修者 も,携 帯端末 とパーソナルコンピュータ(以 下,PC)問 のデー タ転送の方法を習得 し.マ

ルチメディアを取 り扱 うことへの"抵 抗感"を 取 り払 う努力をすべ きである。

キーワー ド:保 育者養成　 ピアノ　 バイエル　携帯端末　デジタルカメラ　 eラ ーニング　非対面

　　　　　 指導　データ転送　情報リテラシー

1.は じめに

　我 々は,本 学児童学科のピアノ弾き歌い実技

レッスンにおいて,リ アルタイム(同 期)の 教

室での授業 と2ラ ーニングを組み合わせて教育

の"質 保証"を 目指す取 り組みを行ってきた。

　 これまでに蓄積 してきた研究を振 り返ると,

まず,2006～2008年 の3ヵ 年にわたって,「 児

童音楽1」(2年 次前期開講)に おいて,延 べ

300人 の学生に教室での対面指導 と並行 して自

身のピアノ弾き歌い映像を録画,提 出させると

いう実践を行った。そして,演 奏映像の提出回

数や提出前後に行われた実技試験の点数などを

分析 した結果 演奏映像の提出は自己研鑓への

モチベーションを高め,ピ アノ実技能力の向上

に一定の効果があるという結論に達 した(中 平

他,2007,深 見他,2008,Nakahira　 et　al.,

2007)。 また,遠 隔にいる指導者が学生の演奏

映像 に対 して動画による助言を与え,助 言前後

の学生の演奏を比較 して非対面指導の効果や限

界を示唆した(深 見他,2009)。

　 さらにこれ らの実践 と並 行 して,ピ ア ノ弾 き

歌 い模 範演奏 映像 声楽模 範演奏 映像 とワンポ

イ ン トア ドバ イス,注 釈付 き楽譜 　よ り良い歌

唱の ためのFAQな ど の コンテ ンツを企 画 ・制

作 し(Nakahira　 et　aL,2008),2008年4月 よ り,

「教 員 ・保育 者の ための ピア ノ実技eラ ーニ ン

グコー ス」 と して イ ンター ネ ッ ト配信 を開始 し

た(http://Oberon.　 nagaokaut.　 ac.　jp/kwu/

piano)C

　 2009・2010年 度 の 「児童音楽1」 の授業で は,

履 修者 に このeラ ーニ ング教材 を反復 して観 る

ように促 し,一 定期 間の 自習後 に演奏映像 を再

提 出させ,あ わせ て視 聴 に対す る感想 を提 出 さ

せ るこ とによって,視 聴前後 の演奏の変化や学

生の気 づ きなどを分析,考 察 した。その結果,

eラ ー ニ ング教材 の視 聴 は,初 心 者 には基礎技

能 の習 得の面 で,上 級者 には よ り一層高次 の表

現技 能獲 得の面 で役 立 ってお り,一 般 的には.

ピ アノ よ りも歌唱 にお いて進 歩 をもた らす傾 向

が あ る こ とを見 出 した(深 見　 2QIQ,中 平 他

一97



携帯端末を使用した演奏映像提出の現状と今後の課題

2010,Nakahira　 et　al.,2011)0

　2010年 には上記 コンテ ンツのうち,注 釈付 き

楽譜を発展 させて新たに50曲 の注釈付 き楽譜を

制作 し,「子 どもの うた ピアノ弾 き歌 いベス ト

50」(深 見友紀子編著,赤 羽美希編曲協力,音

楽之友社,2011)と して刊行した。 この楽譜集

の制作過程において,注 釈付 き楽譜 を閲覧する

前後の演奏の変化な どの考察を通 じて,注 釈 と

いう言語 を通 じた模倣,言 い換えるならば"メ

タ認知的言語化"に 着 目す るとともに,こ の
"メタ認知的言語化"と 模範演奏映像 閲覧によ

る"問 身体的想像力"の 同時利用による技能の

向上の可能性 を示 唆 した(Nakahira　 et　a1.,

2011)0

　 また2010年 には 「教員 ・保育者のためのピァ

ノ実技eラ ーニングコース」の制作時に用いた

のと同じノウハウで,「 教員 ・保育者のための

バイエルeラ ーニ ングコース」を制作 し,2011

年度の 「児童音楽1」 の授業において,こ のバ

イエルコンテンツ視聴の効果を分析 した。その

際,我 々の研究実践には不可避である演奏映像

提出に対する"抵 抗感",不 慣 れといった"デ

ジタルデバイ ド"の 現状 を把握するために,履

修者が個人所有する携帯端末を使って録画し,

履修者にインターネット上の指定サイ トにアッ

プロー ド提出させることにした。

　 本稿では,2011年 度前期の実践を概観し,携

帯端末(携 帯電話,デ ジタルカメラ,iPodな

ど)を 使った録画,ア ップロー ド方式による映

像提出の状況や問題点,今 後の課題などについ

て報告する。

2.バ イエル演奏映像 を提出する実践

2.1　 「教員 ・保育者のためのバイエルeラ ー

　　 ニングコース」

　「教員 ・保育者のためのバイエルeラ ーニ ン

グコース」(図1,表1)で は,保 育士,幼 稚

園教諭などの採用試験の課題曲として取 り上げ

られることが多いバイエル教則本の中か ら,60

番以降の楽曲につ き,模 範演奏映像(全 身映像

と手元の映f象 図2)と 注釈付 き楽譜(図3)

を掲載 している。 ピアノ弾 き歌い教材ではな く,

初歩的なピアノ教則本を取 り上げたのは,3つ

の要素,す なわち歌,ピ アノ,両 者の組み合わ

せが複雑に絡み合 っているピアノ弾 き歌いと比

べ,自 動採譜など,コ ンピュータを使用 した定

量分析 を行いやすいと考えたか らである。

教員・保育者養成のためのバイエルe一ラーニングmス

　 この敦材について

吉婁いビアノ鮫即口【とみなされてい:f+Cイエル1.とこ肋、担変わらず現在でも伴翼士2力脳 敦鮪などの拝用試

齢の牒舳 とLて職り上げられています.

D、イエル」が敬湛され制望臼13曲の概威が畢娩であること、右手=メロ手イ左手=三饗三柵晋による俳麺D坦み

きわぜによるワンパターンづ)白が鰍 ・こと.鉾Fのhいている曲が少ないことなど.その瀞 ビ7ノのレ'ス〆を「ハィ
エ几」〒始めると盗現力始綬鰭力が召たないということ.

しカ・　嵐範Pワ/,cn‐ ノで臨瞬`己号も少な1ナhば短圃 に仕上1↑るこrがで8るヒいうこmaね.「 パイエ
1レjのチ!リ渉モ ノリ汁`して提民ましょっ.

　　　　　　 図1　 トップページ

表1　 制作スタッフ

プ ロデ ュ ー ス

デ ィ レ・ク シ ョ ン

ピアノ演奏

注釈制作協力

編音録
ノ
ハノ
旦
尽撮
集

ウ ェブ コ ンテ ン

ツ制 作

撮影 ・録音場所

配信元

深見　友紀子(筆 者)

深見　友紀子 ・中平　勝子(筆 者)

中 野 　好 子(ピ アニ ス ト,深 見 　 友

紀 子 ミュー ジ ック ・ラボ 講 師)

深見　友紀子 ・赤羽　美希(筆 者)

上田　謙太郎(東 京藝術大学大学院

映像研究科映画専攻映画制作技術編
集領域)

遠山　和大(岡 山大学学務部助教,

京都女子大学非常勤講師)

深 見 　友 紀 子 ミュ ー ジ ッ ク ・ラ ボ

(東 京 ・早 稲 田)

長岡技術科学大学

　 ・・



発 達 教 育 学 部 紀 要

図2　 模範演奏映像(手 元の映像)

図3　 注釈付 き楽譜

2。2　 実践内容の概要

(1)対 象　「児童音楽1」(2年 次前期開講)

　　　　　履修者101名

(2)実 施期間と実践の流れ

　①　中間試」験実施 日　(2011年6月7日)に,

　　　指導者は履修者に対 して,バ イエル教則

　　　本60番,88番106番 の3曲 か ら任意の

　　　 1曲 を練習するように指示 し,翌 週 履

　　　修者の半数には対面式 レッスンをするこ

　　　 とを伝えた。

　②6月14日,履 修者の半数が対面式 レッス

　　　 ンを受けた。

　③ 履修者は,6月19日 ～7月1日 の期間中

　　　 に自身の演奏を録画 し,指 定サ イ トに

　　　 アップロー ドした。

　④7月11日,指 導者は前述の 「教員 ・保育

　　　者のためのバ イエルeラ ーニ ングコー

　　　 ス」のURLを 履修者に伝え,模 範演奏

　　　映像 と注釈付 き楽譜を反復視聴するよう

　　　 に指示 した。

　⑤ 履修者は,7月21日 ～8月3日 の期間中

　　　 に自身の演奏を再録画 し,③ と同じサイ

　　　 トにアップロー ドした。

　⑥ 実践終了後(10月11日 ～19日),指 導者

　　　 は履修者に対 して,携 帯端末の使用状況

　　　や携帯端末での撮影,ア ップロー ド方式

　　　 による映像提出に関するアンケー ト調査

　　　 を実施した。

(3)演 奏映像の提出方法

　従来の実践は,練 習室に設置している録画装
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置 「KS20」(「研修君」)を 使用 して行 ってきた。

この装置は,富 士フイルム(株)が 開発 した動

画コンテンツ作成システムであ り,撮 影用CCD

カメラと8.4イ ンチのタッチパ ネルと液晶モニ

タ,画 像処理用CPUな どで構成 されている。

　この装置の利点は,画 質の均一性が保たれる

こと,操 作が容易であることなどであるが,一

方,特 殊な機器であるために汎用性が低いとい

う欠点がある。また高価格ゆえに複数台を配備

することがで きず,こ れまで約100名 の履修者

が一つの練習室で録画をするという困難を抱え

ていた。

　そこで,今 回の実践では,履 修者が所有する

携帯端末による録画,指 定サ イ トへ のアップ

ロー ドによる提出という方法を採用 した。この

方法を選択 した背景には,ス マー トフォンの普

及,デ ジタルカメラなどの動画撮影機能の向上

などがある。

(4)演 奏映像提 出の状況(1回 目の映像提 出

　時)

　演奏映像提 出者、演奏所要時間、映像データ

の容量 と種類を表2に 示す。

演奏映像
データの

種類

Video　 Clip

Quicklime　 Movie

Zip

MP4　 Video

3GPP　 Audio

AVCHD　 Video

3GPP2　 Movie

JPEG　 Image

Movie　 Clip

MDF　 File

Windows　 Media

34

33

2

12

2

5

5

1

1

1

1

表2　 演奏映像の所要時間,映 像,デ ータの容量と種類

3.質 問紙調査

　履修者が各自の携帯端末を使 って 自身の演奏

を録画し,ア ップロー ド方式によって提出させ

ることが可能か どうかを検討 し,解 決するべき

課題を抽出することを目的に,履 修者に対 して

スマー トフォンやiPodの 所有状況,携 帯端末

などでの音楽視聴 ・写真や動画撮影の状況,

デー タ転送の経験,履 修者の演奏映像 アップ

ロー ドの状況に関する質問紙調査を実施 した。

その設問と回答結果は以下の通 りである。(有

効回答者数は85名 であるが,未 回答の項目があ

る者がいるため,総 数が85で はない項 目があ

る。)

項目

演奏映像

提出者

演奏所要

時間

演奏映像
のデータ

容量

デ ー タ

97名

最長:2分27秒

最短:0秒(誤 って写真をアップロー

ドしたことによる)

平均:約59秒

容 量 の 小 さ い 映 像 デ ー タ

　 54KB(zip),89KB(MDF　 File),

　 277KB(3GPP　 Movie).

　 356KB(3GPP　 Movie),

　 7,311KB(3GPP　 Movie)

容 量 の 大 き い 映 像 デ ー タ

　 318,930KB,291,213KB,

　 258,952KB,225,455KB,

　 213,076KB(い ず れ もQuickTime

　 Movie形 式)

映 像 デ ー タの 容 量 平 均:87,330KB

3.1　 ス マー トフ ォン,iPodの 所 有状況

　 表3に ス マ ー トフ ォ ン,iPodの 所 有状 況 の

結 果 を示す。

　 スマー トフ ォンの所 有者(iPhoneとAndroid

端 末 の合計)は30名,35.3%だ っ た。 このア ン

ケー トの実施 直後 に 日本 でiPhone4Sが 発 売 さ

れ,そ の所 有率 は若干上 が った と予 想 される。

iPod所 有 に関す る設問 は,日 常 的 に(音 楽)

デ ー タの転 送 を行 ってい るか を把 握す るための

設問 である。iPodは85名 中,36名 が 持 ってお り,

所 有率42.4%だ っ た。

3.2　 携帯端末などでの音楽視聴,動 画撮影

　　 状況

　表4に 携帯端末などでの音楽視聴,動 画撮影

状況の結果を示す。

　携帯電話で音楽を聴 く者は過半数に満たない

が,携 帯電話 でウェブペー ジを閲覧す る者は
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91.8%と 大多数である。また,91.7%の 者が携

帯電話で写真を撮 り,59.5%の 者が頻繁に撮る

が,携 帯電話で動画を撮 る者は32.9%,頻 繁に

撮る者は9.4%と10%に も満たない。デ ジタル

カメラで動画を撮 るかどうかについては32.9%

の者が撮 ると答 えてお り,携 帯電話での動画撮

影の頻度と変わらない。以上のことか ら,携 帯

電話あるいはデジタルカメラで動画 を撮影する

ことはまだ一般的ではないことがわかる。

　かつて多 くの人が所有 していたMDは,現

在では所有者が減少 していることがわかる。 メ

モ リータイプWalkmanな どのポー タブルオー

ディオで音楽を聴 くかについては,iPodも ポー

タブルオーディオに含 まれると思って回答 した

履修者がいると推察される。

3.3　 動画 ・音楽データ形式の理解

　表5に 動画 ・音楽データ形式の理解に関する

結果を示す。

　動画形式についてわからない と答える者が多

いが,音 楽データ形式であるmp　 3に 関しては,

過半数の者が知 っている。

3.4　 デ ータ転 送の経験

　 表6に マルチ メデ ィアデー タ転 送の経験 につ

いての調 査結果 を示す 。

　 デ ー タ転 送 の経 験 な どを知 るた め にiTunes

に 関 す る設問 をつ くっ た ところ,iTunesを 使

用 した デ ー タ転送 の 経験 はス マ ー トフ ォ ン,

iPod所 有 と概 ね相 関が あ ると推 察で きる。

　 PCに 入 っ て い る デ ー タを ウ ェ ブサ イ トに

ア ップロー ドしたこ とがない者 も42名 と過 半数

を占めた。 しか しなが ら,「 児童音 楽1」 の授

業で は レポー トをKWIINS　 CLASS"に ア ップ

ロー ドさせてい るこ とか ら,42名 が ウェブサ イ

トにア ップ ロー ドした ことが ない とい う結 果は

にわか には信 じが た く,①KWIINS　 CLASSを

ウ ェブサ イ トと認識 してい ない,② ウェブサ イ

トへ の レポー トの提 出 をア ップロー ドと捉 えて

い ない,③ 大容量転送 サー ビスな どを利用 して

画像や映像 デー タを送 信 した経験 がない,④ 映

像 デ ー タ をYouTubeや ニ コ ニ コ動 画 な どヘ

ァ ップロー ドしたこ とがない,の いずれか に よ

る もの で あ る と推 察 され,ICTに 関 す る用 語

を正 しく把 握 していない実態が 浮 き彫 りになっ

てい る。

表3　 ス マ ー トフ ォ ン,iPodの 所 有 状 況

iPhoneを 所有 しているか

Android端 末 を所有 しているか

iPodを 所 有 しているか

はい

14

16

36

いい え

71

68

49

表4　 携帯端末などでの音楽視聴,動 画撮影状況

携帯電話で音楽を聴くか

携帯電話でウェブページをみるか

携帯電話で写真を撮るか

携帯電話で動画を撮るか

デジタルカメラで動画を撮 るか

ポータブルオーディオ*で 音楽 を聴 くか

MD(MiniDisc)で 音 楽を聴 くか

PC(Personal　 Computer)で 音 楽 を聴 くか

よく行 う

13

61

50

8

8

40

4

15

行う

15

17

27

20

22

15

9

34

あ ま り

行わない

25

7

7

47

40

14

20

26

行わない

32

0

0

10

14

15

50

9

ホメモ リー タ イ プWalkman(SONY)な ど
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表5　 動画 ・音楽データ形式の理解

wmv形 式 を知っているか

aac形 式 を知 っているか

mp3形 式 を知っているか

iTuneと い う ソ フ トを知 っ て い る か

　 よ く

知っている

1

0

13

23

知 っている

6

1

32

47

あ ま り

知 らない

28

28

20

6

知 らない

49

55

19

8

表6　 データ転送の経験

iTunesを 使 って音楽 をダウンロー ドしたことがあるか

iTunesを 使 って音楽 を専用機器に転送 したことがあるか

PCに 入 っている音楽デー タをiPhoneに 転 送することがで

きるか

PCに 入っているデータをウェブサイトにアップロー ドできるか

よく行 う

7

19

7

4

行う

14

17

10

12

あ ま り

行わない

23

12

8

26

行わない

38

36

59

42

3.5　 ア ップロード環境について

　図4に アップロー ドを行った場所 についての

調査結果 を示す。

　履修者が自身の演奏映像 をアップロー ドした

場所 については,自 宅(お よび下宿)と 大学

(パソコン室)が ほぼ同数 となった。不明 と答

えた者は,同 級生にアップロー ドを委ねたか,

無線LANエ リアなどか らア ップロー ドしたか,

あるいは,携 帯端末か らアップロー ドしたかの

いずれかであろう。

　図5に アップロー ドに用いた機材についての

調査結果を示す。

　履修者がア ップロー ドに用いた機材は,PC

が72,携 帯端末が4,そ の他が8で あった。こ

の ことか ら,ウ ェブに関す る作業 は基本的に

PCで 行 うものであるとい う認識 を持 っている

ことが伺える。その他 については,お そらく同

級生 にアップロー ドを委ねたと思われるが,定

かではない。

3.6　 自身の演奏への振 り返り状況

　図6に 自身の演奏 をみた回数を示す。

　アップロー ドを行 う前に,録 画 した演奏映像

をみたかどうかについては,一 度 もみなかった

者が2名,1回 みた者が43名,2～4回 みた者

が36名,5回 以上みた者が3名 だった。1回 だ

けならば,正 常に録画ができているかを確認す

るためであろうが,半 数近 くの履修者(46.4%)

は複数回以上みてお り,自 身の演奏 を振 り返っ

ているといえよう。

3.7　 携帯端末による録画,ア ップロー ドを

　　 行 う時に苦労 した点

　このアンケー トにおいて,録 画,ア ップロー

ドを行う際に苦労 したことや,ネ ットワーク回

線の速さ ・遅さについて自由記述 させた。それ

らをまとめると,以 下のようになる。

・携帯電話の録画機能が低いため,最 大録画時

　間が短 く,一 曲全体 を撮影できなかった。
・録画に際して何度もや り直 し,大 変時間を要

　した。

・デジタルカメラのSDカ ー ドに記録 した演奏

　映像デー タをPCに コピーする方法がわから

　なかった。

・大学のPC教 室のPCと 自宅のPCで は仕様

　が異な り,ア ップロー ドの際に戸惑った。

・ネットワー ク回線が遅い(画 面の砂時計は進

　んでいるものの,「 ア ップロー ド完了」 とい

　 う表示がされるまで時間を要 した)。
・アップロー ド先の画面が白 く表示 された。

・アップロー ドができているのか どうかわか ら

　ず,不 安になった。

・携帯電話か らアップロー ドする際 非常に長

　い時間を要 した。
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・iPhoneか らア ップ ロー ドで きなか った。

　 しか し,図7で 示す よ うに,1回 目のア ップ

ロー ドと比 較 して,2回 目のア ップロー ド操作

が簡単 に なった とい う者 は75.9%で あ り,多 く

の履修者 がその操 作 に慣 れた と思 われ る。

その他
　 6

大学
39

自宅
31

下宿
7

図4　 アップロー ドした場所(単 位:人)

　 　 　 その他
　　 　　 8携帯端末

　 4

PC

72

図5　 アップロードに用いた機材(単 位:人)

5回 以上

　 3

2～4回

　 36

0回

2

1回

43

図6　 自身の演奏をみた回数(単 位:人)

大変難 しい

　 2

簡単

ではない
　 18

簡単
55

非常に簡単
　 9

図7　 操作は簡単だったか(単 位:人)

4.携 帯端末による録画 ・アップロー ド提出を

　振 り返って

4.1　 受信側(指 導者,サ ーバ管理者)の 問

　　 題点 とその解決に向けて

　 ネッ トワーク回線が遅いという点について,

当初 アップロー ドサイ トにおいて処理可能な

データ容量 を40,000KB(40MB)に していたた

めに送信エラーが続いたと思われる。その後,

処理可能なデー タ容量を500,000KB(500MB)

に上げて以降,送 信 トラブルはなくなった。ま

た,ア ップロー ド期間中に,ア ップロー ドサー

バを有する地区の一部でネットワークが断続的

に切断されていた現象が確認されていることか

ら,他 地域(京 都女子大学および履修者の居住

地など)か らサーバへの接続が困難な時間帯が

あったことが推察される。

　今回の実践では,我 々が想定 していたPCか

らのアップロー ドではなく,携 帯端末からアッ

プロー ドを試みた履修者が少な くとも4名 は存

在 した。DropBox"'な どの普及により,携 帯端

末からのアップロー ドが学生にとって も魅力的

なものになるだろうが,映 像の画質 データ容

量,利 用回線を考えた場合,必 ずしも現時点で

は最適であるとはいい難い。

　画面が白くな り,何 も表示 されない という現

象は,履 修者が使っているブラウザの文字コー

ドとサーバ側が利用する文字 コー ドが異なるた

めに起こってお り,ア ップロー ドサイ トが扱う

文字 コー ドを変更することで解決する。履修者

に不安感を与えたことは申し訳なかったが,次

回の実践か ら改良する。

　画面の砂時計 は進んでいるものの,「 アップ

ロー ド完了」 という表示がされるまで時間を要

するという点についても,ア ップロー ド中の表

示をもっとわか りやすい ものにし,よ りユーザ

に親切な様態に改善したい。

4.2　 履修者側の状況 とその解決に向けて

　携帯端末で動画を撮 ったことがある履修者も

全体の30%程 度であ り,さ らにその動画を転送

したことがある者やア ップロー ドした経験があ

る者は大変少なかった。こうした状況を反映 し,
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履修者の中には映像ではなく,音 だけのデータ

や写真データをアップロー ドした者もいた。現

在,ア ップロー ドされた演奏映像の分析,評 価

作業中だが,開 くことができないファイルや麟

の途申で映像が途切れているファイルも存在 し

ている。演奏映像をアップロー ドするのに特別

に高いメディアリテラシーが必要であるとは思

わないが,ア ップロー ドに際 して戸惑い,「 苦

手である」「不安だ」 と思った者 もかな りいた

ようだ。

　デジタルカメラのSDカ ー ドに記録 した演奏

映像データをPCに コピーする方法がわ らかな

い,カ メラ本体 とPCを 専用USBケ ーブルで

つないで映像デー タをPCに コピー したことが

ない という履修者 も多かった。学生を観察して

い ると,マ イク,デ ジ タル ビデ オカメ ラ,

DVDデ ッキ,ス ピーカーなどをケーブルでつ

な ぐ作業 を不得手 とする者が大変多 く,マ ルチ

メデ ィアを取 り扱 うことへの"抵 抗感"が 大き

いG

　 しか し.1回 目のアップロー ドと比較 して,

2回 目のアップロー ド操作が簡単になったとい

う者が75.9%に 達 し,多 くの履修者がその操作

に慣れたことは一歩前進であった。「同級生に

ア ップロー ドしてもらった」 という者 もいたが,

それぞれの学生が撮影 した写真や映像 をPCで

編集 し,マ ルチメディアを用いて加工 を施 した

り,あ るいは遠隔にいる人と動画像をや り取 り

す る経験 を積 む ことに よって,音 楽学習 の

ICT化 が進展することを希望する。

5,お わりに～今後の展望

　今 回の実践では多 くの試行錯誤があった。

我々の最終的な目標は,携 帯端末を使用した演

奏映像の録画 ・アップロー ド提出をスムーズに

行 うことのみならず,提 出された演奏映像を評

価 し,そ の評価 を学生にフィー ドバ ックするこ

とによって対面式レッスンを補うことであるた

め,ア ップロー ド提出においてこのような不安

定な状態に止 まることはできない。

　「アップロー ドに時問がかからなかった」 と

コメントしている履修者のファイルをチェック

してみると,高 速回線であるため短時間でアッ

プロー ドできたのではな く,映 像データの容量

が小さく,画 質が非営に粗いということもあっ

た。我々はあらゆるファイルにも対応できるよ

うにすると同時に,学 習者か ら提出された映像

を指導者が評価することを目的 としている実践

では,履 修者の使用メディア,画 質(デ ータ容

量)や アップロー ドの方法について標準的なガ

イ ドラインを示すべ きだろう。こうした点に配

慮を加え,再 び各自の携帯端末を使った録画 ・

ア ップロー ド実践に取 り組む予定である。最近

では容量が小さくても高画質な映像 を撮影でき

るAVCHDな どの映像 フォーマッ トも登場 し

ているが,こ のことも我々の実践環境 をより改

善させるに違いない。

　一方,最 近,デ ジタルビデオカメラの価格が

急激 に安価 にな り.SDカ ー ドで記録す ること

が容易にできるようになって きた。数年前.10

万円を越 えていた機種が少 し前のデジタルカメ

ラ程度の価格になっていることを考えると,学

内の実践では,デ ジタルビデオカメラを複数の

練習室 に設置 し,そ こで撮影するという方法が

最適ではないかという結論に至 りつつある。

　「オンラインは不安定,オ フラインが無難」

というのでは決 してないが,メ ディアや回線の

状況の改善を図りつつ,現 状では,遠 隔地にい

る少数の学習者のレッス ンの際は,携 帯端末を

使用 した演奏映像の録画 ・アップロー ド提出を

基本にし,100名 を超 える履修者 を対象とした

児童学科での実践などでは,場 合によってはデ

ジタルビデオカメラを使 うといった使い分けが

有効なのか もしれない。
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